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１．当四半期決算に関する定性的情報

(1）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府や日銀の各種政策を背景に、個人消費、輸出に持ち直し

の動きがみられ、雇用情勢も引き続き改善しており、緩やかな回復基調で推移いたしました。一方、海外経済にお

きましては、米国、欧州の景気は回復が続いており、アジアでも中国を中心に、各種政策効果もあり、持ち直しの

動きがみられました。しかしながら、米国の次期大統領の決定後、円安・株高の動きはありますが、今後の米国の

政策動向、英国のＥＵ離脱問題に伴う金融市場の動向などに留意する必要があり、先行きについては、慎重な姿勢

が続いております。 

 このような状況のもと、当社グループは、国内におきましては、当社の強みである独自の技術力や提案力と全国

に展開する営業組織を活かし、新製品を中心に積極的な営業活動を展開することにより販売の拡大に努めてまいり

ました。一方、海外におきましては、新たな海外販路の開拓と販売の拡大に取り組んでまいりました。 

 しかしながら、国内では、前連結累計期間に各種政策の効果などにより増加した高性能防除機が減少した結果、

国内売上高は4,267百万円（前年同四半期比3.3％減）となりました。また、海外におきましても、アジア向けの防

除機、北米、欧州向けの工業用ポンプが減少したことにより海外売上高は1,150百万円（前年同四半期比10.6％

減）となり、当第１四半期連結累計期間の売上高合計は5,417百万円（前年同四半期比5.0％減）となりました。 

 利益面では、売上高の減少、生産高の減少に伴う原価率の上昇はありましたが、固定費の削減に努めた結果、営

業損失は418百万円（前年同四半期は405百万円の損失）となりました。経常損失は、円安に伴う為替差益の増加な

どにより313百万円（前年同四半期は415百万円の損失）、親会社株主に帰属する四半期純損失は238百万円（前年

同四半期は357百万円の損失）となりました。 

 

 セグメント別の業績は、次のとおりであります。

① 農林業用機械

 国内におきましては、前連結累計期間に各種政策の効果などにより増加した高性能防除機が減少いたしまし

た。また、海外におきましては、欧州向けの林業機械は増加しましたが、アジア向けの防除機が減少した結果、

国内外の農林業用機械の売上高合計は3,894百万円（前年同四半期比1.9％減）、営業損失は326百万円（前年同

四半期は319百万円の損失）となりました。 

② 工業用機械 

 国内におきましては、前期並みでしたが、海外におきましては、北米、欧州向けの工業用ポンプが減少した結

果、国内外の工業用機械の売上高合計は979百万円（前年同四半期比11.8％減）、営業利益は169百万円（前年同

四半期比28.9％減）となりました。 

③ その他の機械 

 消防機械を主なものとする、その他の機械の売上高は495百万円（前年同四半期比13.0％減）、営業利益は10

百万円（前年同四半期比49.8％減）となりました。 

④ 不動産賃貸他 

 不動産賃貸他の売上高は127百万円（前年同四半期比3.8％減）、営業利益は71百万円（前年同四半期比28.0％

増）となりました。

 

(2）財政状態に関する説明 

 当第１四半期連結会計期間末における資産総額は32,940百万円となり、前連結会計年度末より1,140百万円減少

いたしました。これは、たな卸資産の増加（1,314百万円）はありましたが、受取手形及び売掛金の減少（2,518百

万円）などによるものであります。

 負債総額は19,089百万円となり、前連結会計年度末より1,145百万円減少いたしました。これは、短期借入金の

増加（509百万円）はありましたが、電子記録債務の減少（1,097百万円）、賞与引当金の減少（358百万円）など

によるものであります。

 純資産総額は13,851百万円となり、前連結会計年度末より４百万円増加いたしました。これは、親会社株主に帰

属する四半期純損失を計上したことなどによる利益剰余金の減少（385百万円）はありましたが、その他有価証券

評価差額金の増加（272百万円）、為替換算調整勘定の増加（103百万円）などによるものであります。

 

(3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 連結業績予想につきましては、今後の事業環境などを見極める必要があるため、前回予想（平成28年11月11日）

を修正いたしませんが、見直しが必要であると判断した時点で速やかに開示いたします。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 また、見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を

使用しております。

 

（２）追加情報

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引）

(1）取引の概要

 当社は当社及びグループ会社従業員のうち、一定の要件を満たす者に対する報酬の一部として当社株式を給付

することにより、報酬と当社の株価や業績との連動性をより強め、従業員が株主の皆様と株価上昇による経済的

な利益を共有することにより従業員の株価への意識や労働意欲を高め、ひいては中長期にみて当社グループの企

業価値を高めることを目的として、「株式給付信託（J-ESOP）」（以下「本制度」という。）を導入しておりま

す。

 本制度は、あらかじめ定めた株式給付規程に基づき、一定の要件を満たした当社及びグループ会社の従業員

（管理職員）に対し当社株式を給付する仕組みです。

 当社及びグループ会社は、従業員に対し個人の貢献度等に応じてポイントを付与し、当該従業員の退職時に累

積した付与ポイントに相当する当社株式を給付します。退職者等に対し給付する当社株式については、あらかじ

め信託設定した金銭により将来分も含め取得し、信託財産として分別管理いたします。

 本制度の導入により、従業員の勤労意欲や株価への関心が高まるほか、優秀な人材の確保にも寄与することが

期待されます。

(2）信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する会計処理

 「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30号 平成

27年３月26日）第20項を適用し、従来採用していた方法により会計処理を行っております。

(3）信託が保有する自社の株式に関する事項

 ①信託における帳簿価額は前連結会計年度90百万円、当第１四半期連結会計期間90百万円であります。信託が

保有する自社の株式は株主資本において自己株式として計上しております。

 ②期末株式数は、前連結会計年度512,000株、当第１四半期連結会計期間512,000株であり、期中平均株式数

は、前第１四半期連結累計期間515,500株、当第１四半期連結累計期間512,000株であります。期中平均株式

数は、１株当たり情報の算定上、控除する自己株式に含めております。

 

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第

１四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成28年９月30日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,343 2,123 

受取手形及び売掛金 10,380 7,861 

商品及び製品 6,058 7,162 

仕掛品 319 347 

原材料及び貯蔵品 1,751 1,933 

その他 787 825 

貸倒引当金 △20 △25 

流動資産合計 21,619 20,229 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 3,714 3,677 

土地 2,411 2,418 

その他（純額） 2,208 2,216 

有形固定資産合計 8,335 8,312 

無形固定資産 623 614 

投資その他の資産    

投資有価証券 2,773 3,166 

その他 756 641 

貸倒引当金 △27 △22 

投資その他の資産合計 3,503 3,784 

固定資産合計 12,462 12,711 

資産合計 34,081 32,940 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成28年９月30日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,152 2,168 

電子記録債務 5,641 4,544 

短期借入金 5,701 6,211 

1年内償還予定の社債 72 72 

未払法人税等 77 45 

賞与引当金 610 252 

その他 1,263 1,179 

流動負債合計 15,519 14,473 

固定負債    

社債 332 332 

長期借入金 1,443 1,343 

退職給付に係る負債 2,593 2,590 

その他 345 350 

固定負債合計 4,714 4,615 

負債合計 20,234 19,089 

純資産の部    

株主資本    

資本金 4,651 4,651 

資本剰余金 4,525 4,525 

利益剰余金 4,686 4,301 

自己株式 △227 △227 

株主資本合計 13,636 13,250 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 783 1,055 

為替換算調整勘定 △31 71 

退職給付に係る調整累計額 △539 △525 

その他の包括利益累計額合計 211 601 

純資産合計 13,847 13,851 

負債純資産合計 34,081 32,940 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    (単位：百万円) 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年10月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年10月１日 
 至 平成28年12月31日) 

売上高 5,700 5,417 

売上原価 4,184 4,015 

売上総利益 1,516 1,401 

販売費及び一般管理費 1,921 1,820 

営業損失（△） △405 △418 

営業外収益    

受取利息 3 2 

受取配当金 24 18 

為替差益 5 121 

その他 6 7 

営業外収益合計 39 149 

営業外費用    

支払利息 28 27 

持分法による投資損失 3 － 

金融関係手数料 10 9 

その他 8 8 

営業外費用合計 50 44 

経常損失（△） △415 △313 

特別利益    

固定資産売却益 0 － 

投資有価証券売却益 － 0 

特別利益合計 0 0 

特別損失    

固定資産処分損 63 2 

特別損失合計 63 2 

税金等調整前四半期純損失（△） △479 △315 

法人税等 △122 △77 

四半期純損失（△） △357 △238 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △357 △238 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    (単位：百万円) 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年10月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年10月１日 
 至 平成28年12月31日) 

四半期純損失（△） △357 △238 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 213 272 

繰延ヘッジ損益 △0 － 

為替換算調整勘定 21 103 

退職給付に係る調整額 16 14 

持分法適用会社に対する持分相当額 △0 － 

その他の包括利益合計 249 390 

四半期包括利益 △107 151 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △107 151 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成27年10月１日 至平成27年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結
損益計算書
計上額 

（注）２ 
 

農林業用 
機械 

工業用 
機械 

その他の 
機械 

不動産 
賃貸他 

計 

売上高              

外部顧客への売上高 3,967 1,110 570 52 5,700 － 5,700 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
－ － － 79 79 △79 － 

計 3,967 1,110 570 132 5,780 △79 5,700 

セグメント利益又は損失（△） △319 237 21 55 △4 △400 △405 

（注）１ セグメント利益又は損失（△）の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用等でありま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失（△）と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成28年10月１日 至平成28年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結
損益計算書
計上額 

（注）２ 
 

農林業用 
機械 

工業用 
機械 

その他の 
機械 

不動産 
賃貸他 

計 

売上高              

外部顧客への売上高 3,894 979 495 48 5,417 － 5,417 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
－ － － 78 78 △78 － 

計 3,894 979 495 127 5,496 △78 5,417 

セグメント利益又は損失（△） △326 169 10 71 △75 △343 △418 

（注）１ セグメント利益又は損失（△）の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用等でありま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失（△）と調整を行っております。

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。
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